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■対談
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Tops Interview

◆ベトナムの3大学と学術交流協定を締結

楠見 3
2005

2009

 

レー

楠見

レー IT

300
30

NASA

 

楠見 2002

◆学術フォーラム「ベトナム・フエ研究最前線」開催

楠見

レー
2

2007 9

 

 
11

5

ベトナムは近年、戦争の痛手から立ち直って活気にあふれている。
ベトナム社会主義共和国総領事館のレー・ドゥク・リュウ総領事と
楠見晴重学長との対話は、科学技術、歴史、国際交流をめぐって展開された。
関西大学が標榜する「考動力」は、
世界の若者に向けて発信すべき強力なメッセージとなるのだ。

若者は世界の重要な問題を解決するために学ぶ
◉レー ドゥク リュウ  •  

◉楠見 晴重  • 
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■対談
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Tops Interview

レー ドゥク リュウ（LE DUC LUU）
1955 71 76 76
81 88 90

81
2 83 87

92 95 96 2000
2

07 9

楠見 2002

レー

楠見

◆「自分の国だけを考えず、国際的な人に」
楠見

10

楠見 晴重（くすみ　はるしげ）
1953 78 81

82 02
07 4 09
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5 2000

2020 10 1000

◆ハノイ・文廟の石碑が語る人材育成の重要性

AIT Asian 
Institute of Technology

AIT

レー

 1000
1070

1076
15

300

◆国際社会に貢献するためにも「考動力」を

楠見 124
3 40
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■リーダーズ・ナウ［在学生・卒業生インタビュー］ LEADER
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「おいしい野菜が当たり前になってほしい」

CA

 2007 福原 悟史 さん

「関西大学カイザークラブサッカースクール」
で地域貢献

藤澤 典隆─ふじさわ のりたか
1988 63

4

福原 悟史─ふくはら さとし
1982 57 2007
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信頼データベース
構築と分析

計量社会学 都市工学
経済学 都市人類学
マスコミュニケーション学

社会心理学、法と心理学
数理社会学
地域社会学

信頼実験
シミュレーションゲーミング

人間開発論
地域再生論

発達臨床心理学

信頼をめぐる
アクションリサーチ

信頼データベース
構築と分析

・信頼感データベースの構築
・信頼の維持・発展の計量モデル
・信頼の機能の計量モデル

・実験による信頼の測定と
 調査への応用
・シミュレーションゲーミングによる
 信頼生成の基礎モデル

信頼実験
シミュレーションゲーミング

・大学 -地域連携による実践
・具体的問題発見と問題解決
・地域のエンパワメント

信頼をめぐる
アクションリサーチ

Research Front Line

■信頼創生を特定地域で実践、改善例を提示

─「社会的信頼システム創生プロジェクト」の研究代表者とし
て、5年計画のプロジェクトの狙いや目的を説明してください。
 

 

■研究最前線

22
4

Research center for Social 
Trust and Empowerment Process STEP

社会的信頼システムの実践モデルの追究

　与謝野 有紀 教授

■天神橋筋商店街に地域研究・連携の拠点

─ 7月9日に関西大学リサーチアトリエ「楽歳天三・天満天
神楽市楽座」のオープニング・セレモニーが開かれました。開
設の趣旨や今後の活動内容は？
 

3

 Research Atelier of Kansai University for 
Social Association and Interaction RAKUSAI

 

 

“信頼”のある
地域社会を実現するために

■3つの方法で相互に連携・補完し、課題解決へ

─具体的な研究の方法と体制は？
 

3

 

 

 

 

■信頼感と自殺率の連関構造を解明

─与謝野先生が特に力を入れている研究について。
 

 1998 3

 

 

7 9 11

「研究分野群」の相互連携

「３つの方法的支柱」の相互連関
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■研究最前線

22

8

生分解性インジェクタブルポリマーの研究開発

■新材料による先進的な医療を提案

─私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に採択された研究プ
ロジェクトのキーワード、「スマートバイオマテリアル」とは？
 

pH

─研究プロジェクトの目的や目標は？
 

 

5

体温でゲル化し、
高い力学的強度を実現

 
　大矢 裕一 教授

Research Front Line

■室温から体温への温度上昇でゾルからゲルへ

─有効なバイオマテリアルとして大矢先生が開発された「温
度に応答して体内でゲルを形成する生分解性ポリマー」とは？
 

 
37

 

■薬物徐放システム、再生医療用足場材料に応用

─「生分解性インジェクタブルポリマー」の主な用途は？
 

QOL quality of life

 

■力学的強度、安全性に優れたポリマー

─従来の技術と比較して、新技術の特長は？
 -

100

 

 

25 37

37

インジェクタブル・ポリマー

温度応答性ゾル -ゲル転移を示すポリマー

組織工学（再生医療）用の細胞の足場

  25   37

ES iPS 

25 37

 QOL
 
 

ドラッグデリバリーシステム（薬物徐放システム）

生分解性インジェクタブルポリマーの用途
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■トピックス［学内情報］Topics
2011年 大学院
新研 究科
開設 予定

ガバナンス研究科

 

◉3領域のコアカリキュラム
 

3
3

◉「グローバルCOEプログラム」から発展
 

COE

2008 4

 2011

◉研究枠組を越境する「文化交渉学」とは？
 21

 

◉政府・市場・市民セクターが協働し問題解決へ
 

NPO

NPO

 

◉ローカルとグローバルの2履修モデル
 1 1

2

 

NPO NGO

 

来春、関西大学では初めての政策系大学院研究科となる「ガバナ
ンス研究科」が開設される。「公」と「民」のパートナーシップを
通じて、社会にとって望ましい状態を実現するという認識の高
まりに応え、ガバナンスを担う「高度公共人材」を養成する。

NPO NGO

 2

◉多様な修了後の進路
 

NPO
NGO

 

（設置届出中）
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東アジア文化研究科

関西大学は2011年4月、「東アジア
文化研究科・文化交渉学専攻」を開設
する。2008年に文学研究科を改組し
て設置した文化交渉学専攻・東アジア
文化交渉学専修が、2010年度に完成
年次を迎え、文学研究科から独立して
新研究科が誕生することになった。



OINT ROGRAM
■社会貢献・連携事業／地域連携
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吹田市制施行70周年記念事業大学主催事業

4 1

 2008

  
  800

 8 9 25 9 2011 1 22

TEL.06-6368-1245
 TEL.0744-54-2001

URL http://www.asukamura.jp/

関西大学千里山キャンパスのある吹田市は、
2010年4月1日に市制施行70周年を迎えた。
これを記念し、市内にある4大学（関西大学、大阪大学、
大阪学院大学、千里金蘭大学）、1研究機関（国立民族学博物館）が、
吹田市制施行70周年記念事業「大学主催事業」を実施した。

800   
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■関大ニュース
K A N D A I N E W S

タイ王国司法府と協力基本協定を締結 本年4月開校の関西大学中等部・高等部で
ホワ・チョン校中国民族楽団が公演・交流

6 15

Hwa 
Chong Institution Chinese Orchestra

1919

 

 2

タイ王国の理科教員が関大一中・一高で研修

 31 6 15

 

関大一高サッカー部からプロサッカー選手に

3

2011

2014

 1951 68 1
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